
高専発！「Society5.0型未来技術人財」育成事業

目的
イノベーション創出に向けた人材を輩出するために、①AI時代に必要な知識・リテラシー教育、②Society5.0を支える基盤技術教育

（COMPASS5.0）、③AI×専門分野を学ぶ高専教育の更なる高度化を目指す。

〇AI戦略2019（統合イノベーション戦略推進会議令和元年6月11日決定）にある未来への基盤作り（教育改革）、産業・社会の基

盤作り（社会実装）など、AI技術の発達により学びの変化、求められる人材像が大きく変革すると指摘されている。

〇デジタルトランスフォーメーション（DX）時代に向けあらゆる産業においてITを今以上に活用することが求められ、AI、ロボット、IoTなどを組

合せる実装力、蓄積されるビッグデータをAIで分析活用できる人材が、持続的な経済成長に求められている。

背景

〇数理・データサイエンスの基礎となる数理教育の更なる充実が必要。（AI戦略のリテラシーレベル）

〇未来の産業創造と社会変革に向けた新たな価値創造に繋がる最新の基盤技術（AI・数理データサイエンス、ロボット、IoT）を各専門

学科の高度化部分として、教材開発と教育実践が必要。（価値創造に繋がる各専門分野での基盤技術教育の羅針盤）

〇Society5.0時代に即したAI（ディープラーニング）×専門分野に向けた教育実践が必要（AI戦略の応用基礎レベル）

課題

通称：GEAR5.0／COMPASS5.0事業

Society5.0型未来技術人財の育成 1
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COMPASS 5.0の実施項目

COMPASS5.0は高専の教育内容をアップデートできるようにする仕組み



次世代基盤技術に関する社会ニーズ把握

R2 R3 R4 R5

全体スケ
ジュール

R6以降
次世代基盤技術のカリキュラム開発

COMPASS 5.0 （スケジュール）

継続的な活動へ

新しいカリキュラムの開発 継続的な活動へ

新しいカリキュラムの展開

社会
ニーズ
把握

新しい
カリ
キュラ
ムの開
発

様々な産業界・大学等と、対
話・セミナーを通じて、これか
ら必要となる知識・スキル・コ
ンピテンシーなどを把握産業界・大学等 高専

到達目標設定 教材開発・教員研修 教育実践

分野別に産業界とやり
とりしながら、新しい
カリキュラムの到達目
標を設定

産業界や大学と連携
して、新しいカリ
キュラムの教材開
発・高専教員向けに
最新技術動向のセミ
ナー等

産業界や大学と連携して、
出前（オンライン含む）授
業・講演、オンデマンド教
材開発、インターンシップ、
工場見学、キャリア教育等

これらをまとめて、全高専へ展開

アウトプット
✓最新のカリキュラムへ
(教育内容・方法)

アウトカム
✓イノベーションを起こ
すことができる高専生

✓DX時代に即した最新
の知識・スキル・実践
力を持った高専生

◎継続的に高専生を社会
へバトンパスするため
に、

産業界と高専の
協働教育を！！

全高専学び
の高度化

3
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COMPASS 5.0 （スケジュール）

半導体分野工程表

③高専における
カリキュラム一次まとめ
（人材像、到達目標・学習内容、

カリキュラム案）

①拠点校の成果物
（授業コンテンツ、教育実践事例、

教員研修など）

②産学連携の成果物
（産学連携のフレーム（窓口整
理）、出前授業、キャリア教育、

情報交換など）
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半導体産業と高専の貢献

自動車産業用機械

半導体
チップ

金属シリコン

半導体材料
サプライチェーン 水、ガス、材料精錬など

化学、材料系学科

半導体製造・
品質管理 主に、半導体製造装置や、

測定装置、設計など

機械、電気系学科

企画・
応用利用

半導体設計

✓ 高専教育の高度化
（主として半導体利用の
学科向けの教育）

✓ 半導体人材育成の強化
✓ 大学・企業等と連携した
トップ人材育成

川中

川上

川下

高専の貢献

＜特色＞
オール高専で、川上から
川下までをカバーする
半導体関連教育を実践

AI活用サービスや、専用チップ
など新たな応用の創出

電子、情報、ビジネス系
学科

半導体の新たな利用範囲の
拡張

建築、建設、商船含む
オール高専

半導体産業はすそ野が広く，基礎となる学問分野も多様
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半導体教育と育成する人材

半導体製造のスキルと高専教育の関係

トップ人材
（研究開発志向人材）

大学・企業等と連携

研究開発
回路設計

半導体製造
・

品質管理

その他サプライチェーン
材料、電気、ガス、熱供給、
水道、情報通信、運輸等

高専教育

設計イメージ

提供：日本シノプシス合同会
社

半導体製造の様子

提供：豊橋技術科学大学

提供：豊橋技術科学大学

本科

主となる専門学科
（電気電子、機械、材料）

専攻科

特別研究、共同研究等

＜知識＞
•物理、数学、電磁気学、電気回路等
の基礎
•半導体物性、集積回路、電子回路、
回路設計等の専門
•統計・データサイエンス

＜技術・スキル＞
•半導体に関わる基礎から応用の工学
実験
•3DCAD、プログラミング演習

ボリューム
ゾーン人材
（実践的人材）

高専生の強みを発揮

半導体教育の強化！

あるべき姿 高専における半導体教育を、大学・企業等と連携して、
トップ人材からボリューム人材までを継続的に輩出できる教育内
容・方法および体制の強化を図る。



COMPASS5.0半導体分野
事業取組事例

人材像、到達目標の明確化

・JEITA、SEAJ様の協力を得て高専が育成する「半導体
人財像」の明確化。到達目標のフィット＆ギャップの調
査

・人財像
【研究開発志向半導体人財（トップ人財）】
実践力に加えて、半導体関連技術の最新動向を踏まえて、
半導体製造の全体を俯瞰でき、 最先端技術（新材料や
新機能デバイス、新たな製造技術など）の研究開発に参
画できる知識と研究基礎力を備えた人財

【実践的半導体人財（ボリュームゾーン人財）】
数学や物理などの基盤学力とともに、それぞれの専門分
野の技術に加えて、集積回路設計・半導体製造に関する
基礎知識を習得し、自身の専攻分野の知識と技術を半導
体設計・製造に活用できる人財

・到達目標の明確化（進行中）
半導体人材育成に必要な到達目標を明確にし、高専のモ
デルコアカリキュラムの改定のための素案の作成を行う。

既存カリキュラムの調査

・拠点校の既存科目について、半導体との関連を調査
→半導体に関連する知識が多くの科目に分散している。

半導体関連科目（佐世保高専）

７



COMPASS5.0半導体分野
事業取組事例

半導体教育の実践

半導体講義オンデマンド教材

・全国高専への展開を考えて授業のオンデマンド対応

教員研修

・半導体について知ることを目的として産業界の協力を
得て授業を開設。

教員FD研修
・半導体について教員向けの研修を行った。(九工大マ
イクロ化総合技術センター）

ワンフレーズ集の作成(進行中）
・授業でつかえる、授業内容と半導体の関連をまとめた
ワンフレーズ集を作成

８
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COMPASS5.0半導体分野
事業取組事例

トップ人財育成

地方自治体との連携

・小中学校と連携して、出前授業などで小中学生の半導
体への関心を高める。

・高専生の研究活動の発表の場として「半導体デバイス
フォーラム」を開催

・次世代X-nicsを始めとする大学、大学院との連携を
行っている。

高専内での連携

拠点校 熊本高専、佐世保高専

実践校

２０高専
苫小牧、釧路、旭川、一関、秋田、鶴岡、
木更津、東京、岐阜、鈴鹿、和歌山、米子、
津山、久留米、有明、北九州、大分、都城、
鹿児島、沖縄

拠点校、実践校で、「調査、開発、実践」を行いながら
ブラッシュアップを行い、それを全国高専に展開してい
く。

９
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産学官による継続的な人材育成

強固な
産学連携

産学官による人材育成
（継続的に半導体人材を輩出）

拠点校 熊本高専、佐世保高専

実践校
２０高専
（苫小牧、釧路、旭川、一関、秋田、鶴岡、木更津、東京、岐阜、鈴鹿、
和歌山、米子、津山、久留米、有明、北九州、大分、都城、鹿児島、沖縄）

〇産業界や地域との橋渡し
（文科省・経産省・各地方自
治体等）

〇設備の共同利用
〇専攻科と大学院の連携
（熊大、九工大、九大等）

大学
行政

地方自治体産業界

連携機関

〇ニーズ・スキルの明確化
〇実務家教員による出前授業等
〇施設見学・実習等
（JEITA、SEAJ、SIIQ等）

➢ 育成すべき人材像と身につける知識・スキルを産業界と共に検討（3月末1次案）

➢ 産業界と教員が連携して科目を新設（ボリュームゾーン人財育成）

➢ 大学設備を利用した実験実習の開発

➢ 研究フォーラム開催や大学院への接続検討（トップ人財育成）

➢ 九州・東北・中国・中部の順で地方経産局との連携開始

今年度の連携実績
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